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緑ヶ丘小 学校便り 『笑顔いっぱい！』

教育目標

笑顔いっぱい！

夢をもって 自ら学び実践する 人間性豊かな 児童の育成

１日（火） みやざき学力調査５年 ９日（水） 外国語活動３・４年

クラブ活動 地域の方への学習発表の会６年

３日（木） 心のアンケート １６日（水） 給食感謝の会

４日（金） 集金ベルマーク ２３日（水） 外国語活動３・４年

８日（火） ALT５・６年 ２４日（木） ２学期終業式

※ １月７日 始業の日 給食あり

喜びは胸にあふるる
令和２年

１１月号①

文責 校長坂元

『体育発表会』でのみどりっ子への応援ありがとうございました。
１１月１日（日）はすばらしいみどりっ子の体育発表会でした。

保護者の皆様の温かい応援に心から感謝申し上げます。

赤団団長 亀山 稜生君、副団長 山本 瞳実さん、

白団団長 松本 悠真君、副団長 栄 惟平君、そして５・

６年のリーダーのみなさんが自分たちの団を、そして緑

ヶ丘小をまとめ盛り上げてくれました。全校児童みんな

が主人公でした。歴史に残る発表会

になりました。コロナ禍の中でした

が、子どもたちのすばらしい活躍をうれしく思っています。次年度

は、地域の皆様にもぜひみどりっ子の応援をお願いしたいと思って

おります。

学校便りは

ホームページに

掲載しています

『自己肯定感』のもてる子どもは自立できます！

「自己肯定感」とは「自分は認められている。いいところもそう

でないところも含めてすべて価値がある。」と思える前向きな感情の

ことです。自分の事が好きだと言える子どもは、他人も好きになれ

ます。自己肯定感がある子どもは失敗しても、「まぁ いいや。次が

んばろう。」と受け止められます。注意されても自分という人間を否

定されたとは思わないので、「はい、わかりました。」と言って素直に行動できます。自

己肯定感をもっている子どもは、こんな傾向があります。

自分に自信をもち、自己肯定感をもって生きていく子どもに育ってほしいですね。

○ 家庭に役割があって、役立ってることが実感でき、認められている。

○ お家の人が子どもの話を傾聴している。話を最後までじっくり聴いてくれる。

○ 失敗しても責められず、その原因や行動について話し合っている。


